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●軸力と曲げを受ける角形鋼管柱の設計(SUS304A) 

 

（１）設計用応力 
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（２）使用 SUS 材 

 □-200×200×3(SUS304A) 

 ※角部の曲率半径を 1.8t とする． 

 ・断面性能 
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 ・設計用諸値 
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 ・断面の幅厚比（1.1 適用範囲） 

    34673/200t/B >==

  よって，本マニュアルの適用範囲となる． 

 

（３）許容耐力の検討 

1) 曲げおよび軸力 

部材応力の大きい短期荷重時にて検討する． 

a) 曲げおよび圧縮有効断面（3.2.4 圧縮有効断面，3.3.3 曲げ有効断面） 
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 曲げ圧縮側フランジについて 
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 曲げ引張側フランジについて 
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 ∴ 引張となるため，全断面が有効となる．（曲げ引張側フランジが圧縮の場合，曲げ圧縮側フラン

ジと同様に有効断面の検討を行う．） 

 ウェブについて（「3.3.3 曲げ有効断面」解説による） 
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 よって、有効断面の断面性能は以下となる． 
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b) 許容圧縮応力度（3.2.5 許容圧縮応力度） 
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  cλ ≦Λの場合となる． 
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c) 許容曲げ応力度（3.3.4 許容曲げ応力度） 

   2
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d) 応力度（3.5 曲げと圧縮力を受ける部材） 
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3) せん断（3.3.5 ウェブのせん断応力度と許容せん断応力度） 

部材応力の大きい短期荷重時にて検討する． 

   23
wwewe mm10135.1232.189tdA ×=××=⋅=

  2
3

3

we
mm/N8

10135.1
1093.8

A
Q

=
×

×
==τ  

 許容せん断耐力 
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（４）細長比制限（3.5.3 細長比制限） 
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